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竹中尚文 

松田 悠氏(仮名) 1975 年生まれ。 
生まれは、京都です。ずっと同じ所

で育ったのではありません。京都、兵

庫、大阪と転々としました。戸籍はあ

りません。離婚後 300 日以内の出生

は、元の夫を父親とする、というよう

な法律があるじゃないですか。だか

ら、お袋は私を産んだとき、離婚直後

だったので出生届を出さなかったの

です。出生届を出すと、血がつながっ

ていない人が父親になるじゃないで

すか。出生届を出さなかったので私

の戸籍はないのです。住民票だけは

作ってくれました。

小学校は兵庫県で行きました。中

学、高校は大阪です。おもに、事実上

の父親の親戚宅でした。父親は無責

任な人で、私をつくって消えたそう

です。その人の親戚の家で育てても

らったのです。その家族の転勤であ

ちこち転居しました。大学は中退で

す。というか、除籍です。2 年生まで

は、頑張ってアルバイトして、お金を

稼いで行きました。アルバイトばっ

かりで、大学の授業にはほとんど出

ていませんでした。もちろんお金も

足りませんでしたが、なんかその大

学の授業料を払いたくなかったので

今回、聞き取りに応じてくれたのは松田氏(仮名)である。私が大阪でホームレス支援

の仲間になって、７年になる。食料などの支援に並ぶ人たちの中に松田さんがいた。

40 歳前後のホームレスは少ない。私たちの支援のお馴染になっているホームレスは、

たいていが 70 歳代である。60 歳までの人は仕事と住むところを見つけて自立でき

る。ボランティアの助力を借りたりして仕事と住居を得て、ホームレスから脱してい

く。「ホームレスはそんな暮らしがしたい人たちだ」という人があるが、一夜でもいい

から冬の寒空の下で寝てみてほしい。誰が好きこのんで冬の寒空で寝るものか、と私は

思う。こうした状況の中で、松田さんはどんな思いなのだろうと思っていた。
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す。授業料を払わなかったら、大学か

ら除籍といわれました。もちろん学

費を出してくれる人はいませんでし

た。母親は、事情があって私とは離れ

た関係でした。

この前の給付金の10万円ですか？ 

いや、もらいませんでした。戸籍がな

いからもらえません。ホームレス支

援者の人から、戸籍をつくる手助け

をしてくれると言ってもらったので

すが、そんな気持ちになれなかった

のです。確かに、10 万円は私にとっ

て大きいなお金です。とっても大き

なお金ですから、私もほしいですよ。

しかし、自分に関して知りたくない

事が分かるのが嫌なのです。そんな

こと知るなら、10 万円は諦めようと

思いました。ものごころつく前のこ

とで聞いた話ですが、私の母親は私

を連れて東尋坊に行ったそうです。

私を海に投げ込んで、あとから自分

も飛び込もうとしたらしいです。私

を育てられないので、そうしようと

思ったらしいです。しかし、連れて帰

ってくれました。そして、私は事実上

の父親の親戚で養ってもらって、こ

の家庭から小学校と中学校に通わせ

てもらいました。子どもの頃は、友だ

ちになると人の家庭の事情とかを聞

いてくるじゃないですか。それを尋

ねられるのがいやで、友だちを作ら

ないようにしていました。自分に近

づくなという空気を周囲に出してい

たと思います。

中学校を卒業して、高校生の一時

期は母親と姉と暮らしていました。

姉が二人いるのですが、上の姉はず

いぶんと歳が離れているので接点も

ありませんでした。だから、どこでど

うしているのかも知りません。それ

に姉二人と私の三人は、父親がみん

な違うのです。下の姉は、一緒に暮ら

した時期もありましたが、性格も違

いますからうまく暮らせませんでし

た。

二十歳の時に、大学を辞めて、とい

うより除籍になって、働き始めまし

た。働くといっても、派遣や日雇いの

仕事をしていました。どこかに就職

という考えはありませんでした。現

実的には、それまでの大学に行かな

いでバイト生活というのと変わりま

せんでした。派遣や日雇いの仕事は

気楽ですから。気楽というのは、私が

自分のことを言わなくてもいいとい

うことです。雇う方も、私が怪我なん
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かしても知らないふりができますか

らいいのかもしれません。実際に大

きな怪我はしませんでした。そんな

に頑張って仕事をしませんから、怪

我もしなかったのです。頑張らない

仕事は、どれも長続きしません。寮が

あると嬉しいですが、仕事を辞める

と寮も出ないといけません。だから、

住む所も転々としていました。時に

は、付き合った女の子の所に転がり

込んだりしていました。でも、やっぱ

り長続きはしません。住むところが

あれば、私が働かないのです。働けと

いわれて、出て行くことになりまし

た。

派遣や日雇いの仕事で熟練を求め

られませんし、仕事のスキルが上が

るわけでもありません。頑張っても

同じなのです。仕事が減れば来なく

ていいということで、スキルは求め

られていないのです。仕事を頑張る

より、目立たないようにしている方

がいいのです。こんなことをいうの

は、私の言い訳かも知れません。実際

に頑張っている人もいるのも知って

います。でも、頑張っている人がそれ

なりの結果を得ているわけでもあり

ません。もちろんおいしい結果を求

めるより、人間としてのやりがいか

もしれません。私はいい加減な人間

ですから、そんなに頑張らないので

す。

東日本の震災の頃から、路上生活

をするようになりました。35 歳ぐら

いだったと思います。路上生活とい

っても、繁華街だと２４時間営業の

お店もありましたのでそれなりに居

場所がありました。洗濯するところ

もありますし、清潔な服装をしてい

れば、あまり追い出されることもな

いです。私は酒もたばこも吸いませ

んし、ギャンブルもしませんからほ

とんどお金が要らないのです。何か

欲しいものもある訳でもないので、

ほんとうにお金が要らないのです。

女の子に対しても、いいなと思って

も見ているだけです。自分から積極

的にはいかないです。望まなければ

要らないです。人間は頑張って生き

ないとダメなんだろうけど、頑張っ

ても仕方がないだろうと思うように

なったのです。そんなことで、今、こ

うしているのです。

35 歳って、そういえばそうですね、

確かに母親が死んだ頃です。
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